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閉
鎖
性
水
域
の
環
境
基
準

達
成
率

　
２
０
１
５
年
12
月
、
環
境
省 

水
・
大
気
環
境
局
が
発
表
し
た

「
平
成
26
年
度
公
共
用
水
域
水
質

測
定
結
果
」
に
よ
れ
ば
、
生
活

環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基

準
の
う
ち
、
有
機
汚
濁
の
代
表

的
な
水
質
指
標
で
あ
る
B
O
D

ま
た
は
C
O
D
の
環
境
基
準
達

成
率
（
以
下
「
達
成
率
」）
は
、

河
川
93
・
９
％
に
対
し
海
域

79
・
１
％
、
湖
沼
55
・
６
％
で

あ
っ
た
。
特
に
湖
沼
水
質
保
全

特
別
措
置
法
に
基
づ
く
11
の
指

定
湖
沼
は
、
い
ず
れ
も
環
境
基

準
を
達
成
で
き
て
い
な
い
。
さ

ら
に
湖
沼
の
全
窒
素
と
全
リ
ン

の
達
成
率
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
15
・
４
％
、
52
・
９
％
と
非

常
に
低
い
値
で
あ
る
。

　
海
域
の
達
成
率
は
、
全
窒
素

96
・
０
％
、
全
リ
ン
92
・
１
％

と
比
較
的
高
か
っ
た
。
し
か
し

そ
れ
で
も
毎
年
数
多
く
の
赤
潮

の
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
閉
鎖
性
水
域
の
水
質
汚
濁
が

進
行
し
や
す
い
の
は
、
外
部
と

の
水
の
交
換
が
少
な
い
た
め
で

あ
る
。
特
に
湖
沼
は
閉
鎖
性
が

強
い
た
め
、窒
素
や
リ
ン
と
い
っ

た
栄
養
塩
類
の
濃
度
が
高
ま
り

や
す
い
傾
向
に
あ
る
。

富
栄
養
化
が
引
き
起
こ
す
影
響

　
閉
鎖
性
水
域
で
は
、
生
活
排
水

等
に
由
来
す
る
窒
素
、
リ
ン
等
の

栄
養
塩
類
の
流
入
、
蓄
積
な
ど
に

よ
り
、
藻
類
な
ど
の
増
殖
が
促
進

さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
富
栄
養
化
が
進

行
す
る
。
富
栄
養
化
は
藻
類
の
中

で
も
特
に
藍
藻
類
の
異
常
繁
殖
に

よ
り
、
湖
沼
、
ダ
ム
湖
、
溜
め
池

で
は
「
ア
オ
コ
」
の
、
内
湾
や
内

海
で
は
「
赤
潮
」
や
「
青
潮
」
の

発
生
原
因
と
な
る
。
水
道
水
源
で

あ
る
湖
沼
、
ダ
ム
湖
で
は
、
ア
オ

コ
に
よ
る
異
臭
や
凝
集
阻
害
、
濾

過
障
害
と
い
っ
た
問
題
を
誘
発

し
、
景
観
も
損
ね
る
な
ど
水
利
用

に
と
っ
て
大
き
な
弊
害
と
な
る
。

沿
岸
で
は
底
部
に
貧
酸
素
化
現
象

が
起
き
、
漁
業
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
。

窒
素
だ
け
で
な
く

リ
ン
の
除
去
が
必
要

　
閉
鎖
性
水
域
に
流
入
す
る
有

機
物
（
B
O
D
）
は
、
そ
の
約

６
割
が
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

炊
事
、洗
濯
、風
呂
、し
尿
と
い
っ

た
生
活
排
水
で
あ
る
。
特
に
し

尿
を
除
い
た
生
活
雑
排
水
に
よ

る
汚
濁
負
荷
が
大
き
い
。
そ
の

原
因
は
、
生
活
雑
排
水
を
未
処

理
の
ま
ま
垂
れ
流
し
て
い
る「
単

独
浄
化
槽
」
が
、
未
だ
数
多
く

設
置
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
窒

素
や
リ
ン
は
、
生
活
排
水
中
の

し
尿
に
含
ま
れ
る
割
合
が
非
常

に
高
い
。
有
機
物
の
除
去
だ
け

で
は
、
閉
鎖
性
水
域
の
水
質
保

全
は
進
ま
な
い
。

　
藍
藻
類
の
増
殖
は
、
窒
素
あ
る

い
は
リ
ン
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
完

全
に
除
去
す
る
こ
と
で
可
能
だ
。

し
か
し
現
実
に
は
経
済
面
か
ら
も

完
全
に
除
去
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
従
っ
て
窒
素
と
リ
ン
の

流
入
量
を
減
ら
す
こ
と
が
有
効
な

施
策
と
い
え
る
。

　
汚
水
を
除
去
す
る
処
理
施
設

と
し
て
は
下
水
道
と
浄
化
槽
が

あ
る
が
、
過
疎
化
が
進
む
多
く

の
市
町
村
で
は
、
費
用
対
効
果

の
高
い
浄
化
槽
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
。
高
度
処
理
型
浄

化
槽
の
導
入
コ
ス
ト
は
、
通
常
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《窒素・リン除去型浄化槽 CRXⅡ型新発売》
閉
鎖
性
水
域
の
富
栄
養
化
を
抑
制

水
質
保
全
の
切
り
札

　
湖
沼
や
内
湾
な
ど
の
閉
鎖
性
水
域
で
は
、
有
機
物
（
B
O
D
）
だ
け

を
除
去
し
て
も
生
活
排
水
な
ど
に
含
ま
れ
る
窒
素
や
リ
ン
が
栄
養
源
と

な
り
、
光
合
成
に
よ
り
藻
類
が
増
殖
し
、
水
質
が
悪
化
す
る
。
閉
鎖
性

水
域
の
水
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、
窒
素
や
リ
ン
を
発
生
源
で
除
去
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。

　
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
は
、
２
０
０
２
年
に

開
発
し
た
窒
素
と
リ
ン
を
同
時
に
除
去

す
る
小
型
浄
化
槽
「
C
R
X
型
」
を
改

良
し
、
２
０
１
６
年
11
月
に
「
C
R
X

Ⅱ
型
」
を
新
発
売
し
た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
削
減
と
同
時
に
施
工
性
、
維

持
管
理
性
が
向
上
し
、
よ
り
使
い
や
す

い
機
種
と
な
っ
て
い
る
。

▲CRXⅡ型 5人槽イメージ

▲アオコが発生した湖
　※国立環境研究所ホームページより

〈屋外放置1週間経過後〉

（BOD-20mg/ℓ）
標準型 窒素除去型 窒素・リン除去型

（BOD-10mg/ℓ）
（T-N-10mg/ℓ）

（BOD-10mg/ℓ）
（T-N-10mg/ℓ）
（T-P-1mg/ℓ）

浄
化
槽
処
理
水
の
経
日
変
化
比
較

窒
素
と
リ
ン
を
処
理
し
た
水
は

藻
類
の
発
生
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。



の
浄
化
槽
を
導
入
す
る
の
に
比
べ

れ
ば
高
い
が
、
下
水
道
に
比
べ
れ

ば
安
く
な
る
こ
と
も
多
い
。
し
か

も
供
用
開
始
ま
で
の
時
間
が
圧
倒

的
に
短
く
て
済
む
。
窒
素
・
リ
ン

除
去
型
浄
化
槽
に
よ
る
整
備
推
進

は
、
水
質
保
全
ば
か
り
か
地
方
財

政
に
と
っ
て
も
有
効
な
施
策
と
い

え
る
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減

C
R
X
Ⅱ
型

　
２
０
１
６
年
11
月
、
フ
ジ
ク
リ
ー

ン
は
C
R
X
型
を
改
良
し
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
と
同
時
に

施
工
性
、
維
持
管
理
性
を
向
上
さ

せ
た
C
R
X
Ⅱ
型
を
新
発
売
し
た
。

　
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
つ
い

て
は
、
消
費
電
力
が
5
人
槽
で

48
・
８
Ｗ
と
C
R
X
型
に
比

べ
、
40
%
の
削
減
を
実
現
し
て

い
る
。
月
々
の
電
気
代
に
換
算
す

る
と
９
４
９
円
と
な
り
家
計
に
優

し
い
。
鉄
電
極
の
交
換
頻
度
も
Ｃ

Ｒ
Ｘ
型
の
「
４
カ
月
に
１
回
」
か

ら
「
８
カ
月
に
１
回
」
と
な
り
、

交
換
費
用
の
削
減
も
期
待
で
き

る
。
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
の
試
算
に
よ

れ
ば
、
１
年
間
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
は
５
人
槽
で
約
17
％
の
削
減

（
参
考
値
）
と
な
る
。

　
施
工
性
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
ワ

1
台
、
配
管
１
系
統
に
加
え
、
槽

内
落
差
を
50
㎜
に
し
た
こ
と
で
、

設
置
レ
イ
ア
ウ
ト
の
自
由
度
が
向

上
。
維
持
管
理
性
に
つ
い
て
は
、

シ
ン
プ
ル
で
維
持
管
理
の
し
や
す

さ
に
定
評
の
あ
る
接
触
ろ
床
方
式

を
採
用
。
散
気
管
の
閉
塞
防
止
に

も
十
分
な
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。

リ
ン
除
去
の
仕
組
み
と

優
れ
た
水
質

　
窒
素
は
有
機
物
（
B
O
D
）
と

同
じ
よ
う
に
生
物
学
的
方
法
（
硝

化
・
脱
窒
法
）
で
除
去
す
る
こ
と

が
可
能
だ
。
最
近
で
は
、
通
常
の

B
O
D
除
去
型
の
浄
化
槽
で
あ
っ

て
も
窒
素
を
20
㎎
／
Ｌ
以
下
ま
で

除
去
す
る
性
能
を
有
し
て
い
る
も

の
が
多
い
。
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
に
お

い
て
も
２
０
０
６
年
以
降
に
発
売

し
た
小
型
浄
化
槽
は
全
て
窒
素
除

去
性
能
を
有
し
て
い
る
。

　
一
方
、
リ
ン
は
化
学
的
方
法
で

除
去
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

生
物
学
的
方
法
で
も
処
理
は
可

能
だ
が
、
除
去
が
不
安
定
な
面

が
あ
る
。
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
が
採

用
す
る
「
鉄
電
解
法
」
は
、
ポ
リ

塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
P
A
C
）

等
の
薬
剤
を
使
用
し
な
い
た
め
、

維
持
管
理
性
に
優
れ
、
家
庭
用

浄
化
槽
と
し
て
は
最
適
の
方
法

だ
。
C
O
D
の
除
去
に
も
効
果

が
あ
り
、
処
理

水
の
透
明
度
も

高
い
。

　
開
発
担
当
者

は
「
閉
鎖
性
水

域
の
水
質
保

全
は
非
常
に
重

要
。
窒
素
と
リ

ン
の
発
生
源
処

理
が
大
切
」
と

語
っ
た
。
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ブロワ（送風機）

処
理
水
槽

接
触
ろ
床
槽

嫌
気
ろ
床
槽

夾
雑
物
除
去
槽

窒素・リン除去型浄化槽のしくみ  接触ろ床方式にリン除去装置を加えた方式

家庭から
出た汚水が
流れこみます。

トイレや台所、洗濯、風呂などからの排水はBOD（有機物）だけでなく、窒素やリンが多く含まれています。
窒素・リンをそのまま排水すると、これを栄養源として、湖沼や海でアオコや赤潮などが発生し水質を悪化させます。
窒素とリンを除去する浄化槽は、発生源でBOD、窒素、リンを処理しますので美しい水環境を守ります。

美しい水環境を子供たちに残そう!

ここでは消毒薬を
使って消毒し、
よりきれいにした
水を放流します。

消毒槽

嫌気
ろ材

好気
ろ材

接触材

汚水中の浮遊物をとりのぞいたり

「ろ材」に付いた嫌気性菌

（酸素がなくても働く事が出来る微生物）

が汚水中の有機物を分解します。

この槽ではブロワ「送風機」から送られた空気に

より汚水中に十分な酸素が溶け込みろ材に付い

ている好気性菌（酸素のある所で働くことが出来る

微生物）の働きによって、さらに汚水を浄化します。

嫌気性菌と好気性菌のはたらきで、
窒素をとりのぞきます。

鉄電解でリンを
とりのぞきます。

リン除去装置

　   放流水質
BOD 10mg

/L以下

T-N 10mg
/L以下

T-P 1mg/L以下

SS 10mg
/L以下

COD 15mg
/L以下

（一財）日本建築
センターによる性能

評価値

　    流入水質
BOD 200mg/L以下
T-N 45mg/L以下
T-P 5mg/L以下
SS 160mg/L以下
COD 100mg/L以下
 （一財）日本建築センターによる性能評価値

CRXⅡ 型、 CENeco 型、 CA 型の水質比較
COD T-N T-P BOD SS

流 入 水 質 100 45 5 200 160

放 流
水 質

CRXⅡ 型 15 10 1 10 10
CENeco 型 20 10 － 10 10
CA 型 30 20 － 20 15

※放流水質は日間平均値 単位：mg/L以下

浄化槽 5 人槽
設置費用基準額

通 常 型 83.7万円

高
度
処
理
型

窒 素
または
リ ン

102万円

窒 素
および
リ ン

113.7万円

※循環型社会形成推進交付金
　交付取扱要領より

円/月
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電気代の比較


